
第 30 回（R04.3.13） 建設業経理士 1 級（財務諸表） 超速報 

 

模範解答  問 1 予想大的中 

 

第 1 問（各赤字はキーワードです） 

問 1 退職給付債務について、退職給付見込額に言及したうえで説明しなさい（300 字） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 2 個別財務諸表と連結財務諸表との間で異なる処理を説明しなさい 

 

 

 

 

 

 

 

当日受験生が対応できる範囲（以下の内容で各 6 点 10 点満点）はあると思います。 

（間違った表現も含めています。ご了承ください） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

退職給付債務とは、一定の期間にわたり労働を提供したこと等の事由に基いて、退職以

後に従業員に支給される給付（これを退職給付見込額という）としての退職給付のう

ち、認識時点までに発生していると認められるものをいい、割引計算により測定され

る。退職給付見込額の算定は、将来の給付に影響を与える要因、すなわち昇給率や脱退

率等を考慮して算定される。退職給付見込額を算定した後は当期の負担額を期間定額

基準、給付算定式基準のいずれかで計算する。また割引率については安全性の高い債券

（国債など）の利回りを基礎として決定する。 

 

積立状況を示す額を貸借対照表に計上する際は、個別財務諸表では「退職給付引当金」

または「前払年金費用」で計上し、連結財務諸表では「退職給付に係る負債」または「退

職給付に係る資産」で計上する。また個別財務諸表では未認識過去勤務費用・未認識数

理計算上の差異は計上しないが、連結財務諸表では税効果を調整のうえその他の包括

利益を通じて純資産の部に計上する。 

 

退職給付見込額とは、個々の社員が受け取る将来の退職金を現時点で発生していると

見込まれる額のことである。退職給付債務は退職給付見込額を国債の金利などで割引

計算した金額のことである。 

退職給付債務と年金資産の差額を、個別財務諸表では退職給付引当金として計上する

が連結財務諸表では退職給付に関する負債として計上する。個別財務諸表では控除す

る差異を連結財務諸表では控除しない。 



第2問（2点×７ 計14点） 

記号（ア～タ） 

1 2 3 4 5 6 7 

カ ア シ タ ク コ エ 

第3問（2点×8 計16.点） 

記号（Aまたは B） 

1 2 3 4 5 6 7 8 

A B B A？ A A B A 

※４→B の可能性もあります。詳細確認いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3 月 13 日 13：00～ CMC ｼﾐｭﾚｰﾀ（予定） 

ぜひご参加下さい 

https://www.kaikei-soft.net/kunren/current.html
https://www.kaikei-soft.net/kensetsu/ken_simu.html


 

 

 

 

 

↓↓ 2 級受験予定の方にご紹介ください ↓↓ 

https://www.kaikei-soft.net/kensetsu/ken1_pak.html
https://www.kaikei-soft.net/goukaku_voice.html
https://www.kaikei-soft.net/kensetsu/ken2_pernew.html

